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歴史系博糊館と建築資料に関する研究

一東京都内の建築関係資料収集・管理・展示・活用を中心に一

主査早川典子*1

委員田中裕二*2

資料収集業務は博物館活動の根幹である。東京都内の歴史系博物館では,歴史学や,考古学,民俗学に関する資料の収集・展示はす

でに盛んに行われている。この研究では,博物館における建築関係資料の現状を把握し,それを踏まえて地域の建築物に関する資料収

集がさらに行われることを目指し,住宅,建築物に関する資料の収集方法や,資料管理,展示への活用などについて具体的な提案を行

う。そして,東京都内の歴史系博物館に勤務する職員にとって,今後の建築関係資料の収集・管理・展示のための指針となるような取

り扱い事例集をつくることを目指したものである。
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第1章はじめに

1-1研究の背景

地域には郷土の歴史を展示する「歴史系博物館」「郷

土資料館」が設立されている。博物館には「学芸員」と

いう専門職員を置くことが定められている。博物館に勤

務するための要件である「学芸員資格」の取得方法の関

係から,博物館には,歴史学,考古学,民俗学を専門とす

る学芸員が圧倒的に多い。そして,博物館において収集

している資料も,学芸員の専門分野に関するものが多く,

展示室において展示の題材として取り上げられるものは、

歴史学,考古学,民俗学などをテーマにしたものが多い。

地域の博物館では,住民から資料の寄贈を受けること

が多い。寄贈を受ける資料では,生活民俗資料,古文書

などのほか「古い家を壊すので見に来て欲しい」と言っ

た情報も数多く寄せられる。民俗学の一部分として,生

活民俗的な視点からの住まい方調査や,生活民俗資料の

収集活動は,長年にわたって行われてきた。このとき,

調査の対象となるのは、いわゆる「茅葺き屋根の古民

家」であることが多く,近代の住宅や,いわゆる「近代

建築」と呼ばれる建築物にっいては,「専門職員がいな

い」「博物館の収集対象外と判断している」などの理由

で行われないことが多く,博物館側の体制が整っていな

い。昨今の市民レベルにおける近代の建築物への関心の

高まりに対して,現状では博物館の側がついていけない

といえる。

歴史系博物館では,歴史学の分野を挙げれば,地域の

地方(じかた)文書などは,「古文書目録」が多数作成

され、資料目録に入れるべき内容など、作成フォーマッ

トはある程度統一されており,研究者間でも一般化され

ているといえる。同じく民俗学や、考古学の分野におい

ても同様である。資料収集業務は、博物館活動の根幹で

あるが,博物館において近代の住宅や,建築に関する資

料を収集した際,資料名の付け方や,資料の分類,整理

方法を含め,試行錯誤している状態である。

*1東京都江戸東京博物館学芸員 *2東京都江戸東京博物館学芸員
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このような現状を踏まえ,今回は調査対象の範囲を

「東京都」と限定し,「歴史系博物館」「郷土資料館」

において,建築に関する資料が、どのくらい存在してい

るのか,そして建築に関する展示はどのくらい行われて

いるのか,現状を把握し,歴史系博物館が抱える建築物

資料にっいての問題点明らかにし,その現状を改善する

ための提案をすることを目的とする。

1-2研究の方法

まず,東京都内の歴史系博物館,郷土館,資料館など,

各自治体が地域の歴史資料を収集,展示するために設置

している施設の現状を把握するためのアンケート調査を

実施する。そしてアンケート結果をもとに,現地調査を

行う。各種調査の結果から,歴史系博物館が抱えている

問題点を整理し,この問題点を改善するための具体的な

提案をすることを目指す。

第2章研究方法

2-1研究対象の範囲

2005年(平成17)年度の文部科学省による社会教育

調査の統計によると,この時点での日本の博物館総数は、

博物館法上の博物館(登録博物館・博物館相当施設)で

1196館,類似施設で4418館合計で5614館となってい

る。このうち歴史系博物館として数えられているものは,

博物館法上の登録博物館で405館,類似施設で2795館

であり,合計で3200館となって,博物館全体の57%を

占めている。

このうち今回の研究では,都内区市町村(東京都特別

区23区・多摩i地域30市・島嗅9町村)全62区市町村

の自治体が設置している歴史をテーマとした博物館,郷

土館,資料館を対象とする。東京都特別区23区にはす

べて歴史系博物館がある。しかし,多摩地域は武蔵野市,

三鷹市,昭島市,奥多摩町には歴史系の博物館がない。

島嘆部では,御蔵島村,青ヶ島村,小笠原村は博物館が

ない。このため今回の調査対象施設は56施設とする。

2-2建築資料の定義

この調査にあたり,何を建築資料とするかという用語

の定義を行う。国立科学博物館等,関係施設の先行研究

や,実際に博物館において収集可能な資料は何かを踏ま

え,以下のように定義する。

①建築部材

②建設行為に使われる道具や機械

③建設行為のために作られた図面や文書類(図面・仕

様書・竣工記録・スケッチなど)

④建設行為のために作られた模型

⑤建設行為にかかわる人に関する資料(大工・建築家

など)

⑥建設行為を記録するさまざまな媒体(写真・動画な

ど)

2-3アンケート調査の実施

アンケート調査項目の策定にっいては,各博物館が発

行している出版物を予備調査から参考とするほか,江戸

東京博物館における資料収集,資料管理等の業務の中か

ら生じた問題点,他の歴史系博物館に勤務する学芸員か

らの聞き取りをもとに決定した。調査対象館と,その館

の概要については[表2-1]のとおりである。

第3章調査結果と問題提起

3-1東京都内の歴史系博物館の現状

都内の博物館施設56か所へのアンケート調査を実施

し回答は36施設で,回答率は65%であった。

東京都内の歴史系博物館の展示を概観していえること

は,少なくとも23区内には,博物館の展示室内で語るべ

き地域のストーリーがしっかりあるということである。

23区以外の東京都域においては,現在の「東京」が「武

蔵野」と呼ばれていたころの風景が,大都市近郊として

どのような経過を経て都市化,近代化したか,というテ

ーマで語られることが多い。

アンケート結果の分析は以下の通り。

(1)博物館・郷土館として建築物の保存・活用に向けて

の取り組み

自治体の場合は,社会教育課又は文化財保護課と博物

館の間で,役割分担をしていることが多く,博物館活動

として建築物の保存・活用に取り組んでいると答えた施

設は約30%であった。自治体としての文化財保護行政

は,文化財を現地で保存する目的で尽力し,それが思わ

しくない場合に「博物館行き」となることが多いようで

ある。

(2)建築物の部材等の収集、調査の実施状況

建築関係の資料を収集しているか,との問いには約

60%の施設で収集していると回答。博物館にて日常的に

行われる調査は,資料の収集が前提となっていると思わ

れる。東京都内で見ると,区市町村内の建築物の悉皆調

査を行っている自治体と、そうでない自治体では、情報

量や,保存活用への関心度も差がある。

(3)市民対象の地域の建築物の見学会等の実施

まちあるき,建築に限らない史跡等の見学会を実施し

ているという回答は55%。博物館活動として行われて

いる事例は多くないようである。

(4)常設展示を充実させるために、あったらいいと思わ

れる住宅や建築物

すでに茅葺き屋根の古民家を展示している施設は多数

ある。このため大正から昭和初期の住宅がほしいという

答えが最も多く,近代の暮らしの展示に関心が高いこと

がわかる。また戦後の集合住宅の展示をしたいという回

答が,北区,渋谷区,豊島区から得られた。
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[表2-1]調査対象館概要

     自治体名施設名回答展示内容備考
     ○足立区足立区立郷土博物館・・灘攣.2009年3月にリニューアルオープン江戸東京の東郊という新しい展示テーマ

     戦後の都営住宅を再現展示台所の展示が充実している
     ○荒川区荒川ふるさと文化館.灘魏,1998年5月開館

     1966年頃の住宅を再現展示戦後の都市近郊の住宅
     ○板橋区板橋区立郷土資料館諺馨展示室には住宅等の再現展示なし

     移築保存の古民家2棟併設田中家住宅・新藤楼玄関
     ○江戸川区江戸川区郷土資料室議攣、2008年8月1日リニューアルオープン展示室には住宅の再現展示なし

     一之江名主屋敷現地保存の事例として大変貴重
     0大田区大田区立郷土博物館鯵雛展示室には住宅等の再現展示なし

     ○葛飾区葛飾区郷土と天文の博物館1991年に開館2009年夏特別展『かつしか街歩きアーカイブス丑を開催ボランティアの活躍
     昭和30年代の住宅と町工場の再現展示

     葛飾区教育資料館大正14年に建てられた区立水元小学絞の校舎を移築復元して活用
     ○北区北区飛鳥山博物館議寧1.展示室には住宅等の再現展示なし2003年秋企画展「団地ライフ」にて

     区内の住宅公団の集合住宅の復元展示
     北区立ふるさと農家体験館旧松澤家主屋及び倉屋ワークショップ盛んボランティア活躍

     ○江東区江東区深川江戸資料館1986年11月開館

     (財団法人江東区地域振興会)江戸の町並みの一部が完全に再現2009年7月1日より2010年7月末までリニューアルのため休館中
     江東区立仙台堀川公園旧大石家住宅主屋1996年、仙台堀川公園内ふれあいの森に移築復元

     ○品川区品川区品川歴史館諺攣・1985年に開館
     展示室には住宅等の再現展示なし

     ○渋谷区白根記念渋谷区郷土博物館・文学館'.お蟻'2005年7月にリニューアルオープン建築物への意識が高い学芸員がおり、資料収集、展示ともに充実している
     同潤会代官山アパートの再現展示あり

     旧朝倉家住宅重要文化財一般観覧可能1919年(大正8)竣工の和風住宅
     0新宿区新宿区新宿歴史博物館あ黛,1988年に開館

     (財団法人新宿区生涯学習財江戸時代の商家・昭和初期の文化住宅戦前から、東京市の外縁部にあたり、資料
     団)の再現もよく残り、区としての活動も盛んである
     林芙美子記念館林芙美子邸の転用1941年の住宅

     ○杉並区杉並区立郷土博物館'i劔展示室には住宅の再現展示なし

     郷土博物館・分館1997年開館旧井口家畏屋門、旧篠崎家住宅主屋
     西田小学校郷土資料展示室小学校の敷地内にある施設体験型展示施設

     0墨田区墨田区立すみだ郷土文化資料館あ彰展示室には住宅等の再現展示なし
     ○世田谷区世田谷区立郷土資料館..翻….展示室には住宅等の再現展示なし施設の役割分担が明確

     岡本公園民家園旧長崎家住宅主屋、旧浦野家住宅土蔵。旧横尾家住宅椀木門1980年12月に開園
     旧安藤家住宅主屋及び内蔵、旧秋山

     次大夫堀公園民家園家住宅土蔵、消防小屋と火の見櫓、旧加藤家住宅主屋、旧城田家住宅主屋、1988年11月、展示室もあり、ボランティア活動盛んワークショップも充実
     旧谷岡家住宅表門

     ○台東区下町風俗資料館大正時代の下町の街並みを再現意識が高く、よく調査され、活用されている
     付属展示場「吉田屋」1910年(明治43)出桁造の商店建築
     (財団法人台東区芸術文化財団)

     ○中央区タイムドーム明石(中央区立郷土天文館)展示室には住宅等の再現展示なし展示の中では近代の建築についての言及はされている。
     瘤博物館の歴史は古く、語るべきテーマが多

     ○干代田区四番町歴史民俗資料館翻、展示室には住宅等の再現展示なしいのに規模が小さいのは非常に残念
     ○豊島区豊島区郷土資料館あ弓展示室には住宅等の再現展示なし

     1907年(明治40)にアメリカ人宣教師の
     雑司が谷旧宣教師館マッケーレブ居宅。区内に現存する最

     古の近代木造洋風建築

     ○中野区山崎記念中野区立歴史民俗資料館あ饗i羅囎鵬鷺奮深野邸)を解
     ○練馬区練馬区郷土資料室あ弓現在は閉室した

     石神井公園ふるさと文化館2010年3月開館予定茅葺き民家である旧内田家住宅の移築展示がされている
     ○文京区文京ふるさと歴史館あり1991年4月開館企画展「文京・まち再発見」(1998年)

     常設展示には建築復元・再現展示なし「近代建築の好奇心」(2005年)など多数
     企画展の開催、資料収集、実績多数建築物への意識が高い学芸員がいる

     ○港区港区立港郷土資料館あ弓再現展示なし規模が小さいのは非常に残念であるが、
     建築史専門の学芸員を採用建築関係資料収集などの活動は盛ん

     0目黒区めぐろ歴史資料館2008年9月21日に開館旧石器時代の遣跡から始まり、現代に至る
     旧目黒区立第二中学校を改修して活用通史展示

     目黒区古民家[旧栗山家主屋]茅葺き民家
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    自治体名施設名回答展示内容
    ○昭島市歴史なし

    0あきる野市あきる野市五日市郷土館旧市倉家住宅「五日市憲法草案」のレプリカを展示民俗や歴史の展示中心江戸時代末期の古民家養蚕技術の変遷がわかるなど地域の特徴あり
    0稲城市稲城市郷土資料館あり複合施設ふれんど平尾の2階。廃校となった学校を利用しており、活用の好例

    0青梅市青梅市郷土博物館旧宮崎家住宅あり釜の淵公園内にあり、好立地壌979年に移築された重要文化財
    ○奥多摩町奥多摩水と緑のふれあい館郷土資料の展示コーナーもある民俗資料の展示中心
    0清瀬市清瀬市郷土博物館あり通史展示中心

    O国立市くにたち郷土文化館国立市古民家あサ1994年開館通史展示中心近代の郊外住宅開発についてのテーマ展示あり1991年に城山公園の南側に移築された旧柳澤家
    ○小金井市小金井市文化財センター1930年に建てられた浴恩館の転用
    ○国分寺市国分寺市文化財資料展示室あり武蔵国分寺跡出土の遺物が申心の展示室

    0小平市小平ふるさと村あり1993年開館「旧神山家住宅主屋jr旧鈴木家住宅穀堰」「旧小川家住宅」「旧小平小川郵便局舎」「開拓当初の復元住居」r水車小屋」「消防小屋」「外便所」等
    0狛江市むいから民家園2002年に移築荒井家住宅主屋

    ○立川布立川市歴史民俗資料館川越道緑地古民家園あり1985年12月に開館通史展示中心甲武鉄道や立川飛行場についてのテーマもあり1993年10月開園入母屋造の古民家「嘉永五(1852)年」と書かれた部材が発見

    0多摩市パルテノン多摩歴史ミュージァム(財団法人多摩市文化振興財旧富澤家住宅旧有山家・旧加藤家1987年10月に開館通史展示多摩ニュータウンについての詳細な展示連光寺村の名主の家公園内にある江戸時代の古民家。同じ公園内にあり、市民の活動場所として貸出
    ○調布市調布市郷土博物館旧武者小路実篤邸通史的な展示中心。太平洋戦争関係資料などの歴史資料四55年に建てられた武者小路実篤邸を公開武者小路実篤記念館に隣接
    0西東京市西東京市役所郷土資料室廃校になった小学校を市の複合的な施設として転用

    〇八王子市八王子市郷土資料館あり1967年4月開館通史的な展示中心。また、こどもれきし展示室にて昭和のくらしや学校・遊びの様子などを展示。

    0羽村市羽村市郷土博物館赤門旧下田家住宅(重要文化財)旧田中家長屋門あり多摩川を中心とする地域の歴史に密着した展示水道の歴史など中里介山の大菩薩峠記念館の正門1984年12月に博物館の敷地に移築1982年3月に博物館の敷地に移築もともと八王子千人同心の家の門だったものを移築
    ○東久留米市久留米市郷土資料室あり旧滝山小学校の4教室と廊下・倉庫を改修して転用。

    0東村山市東村山ふるさと歴史館八国山たいけんの里あサ1965年に開館1984年かやぶき民家園が開園していたが、1999年に焼失1999年に大正5年に建てられた洋風郵便局の部材を中心とした企画展を開催した2009年5月にオープン里山の歴史や暮らしを体験する施設
    ○東大和市東大和市立郷土博物館あり狭山丘陵の成り立ちや雑木林との関わりなどについて展示プラネタリウム併設

    ○日野市日野市郷土資料館日野市立新選組のふるさと歴史館日野宿本陣2005年4月から日野市教育センターの一角にて、地域の歴史資料を展示「日野市ふるさと博物館」だった施設に展示コンセプトを変更して設置された、新選組がテーマの博物館都内に現存する唯一の本陣瓦葺の大屋根と、入母屋式台を持つ重厚な江戸時代,の凝とのりの}い、藤彦五の旧
    0日の出町小さな蔵の資料館2004年に開館。美術資料中心。日の出町には江戸時代以降に造られた蔵が多数現存。

    ○檎原村檎原村郷土資料館旧小林家住宅あり1983年開館。通史展示中心。重要文化財江戸中期の古民家2008年に購入し、管理

    0府中市府中市郷土の森博物館(財団法人府中文化振興財団)悉皆調査報告をもとに、1980年に基本計画策定。市内の公共建築物3棟(旧府中町立府中尋常高等小学校・旧府中町役場庁舎・旧府中郵便取扱所)、農家2棟(旧河内家住宅・旧越智家住宅)、町屋2棟(旧田中家住宅・旧島田家住宅)、旧三岡家長屋門を加え、建築物8棟を復元
    0福生市福生市郷土資料室あり通史的な展示中心。考古資料や、民俗資料、自然資料等

    ○町田市町田市立博物館1973年町田市郷土資料館として開館。その後、美術工芸品等の展示も含め、町田市立博物館と改称。常設展示がなく、企画展示を中心としていることが特徴。
    ○瑞穂町瑞穂町郷土資料館あり蕪騨磐疑潔黙謙難錦麟挫鶴野間谷遺跡から

    〇三鷹市歴史なし山本有三記念館(財団法人三鷹市芸術文化振興財団)大正15年頃に建てられた洋風住宅。1936年に作家山本有三が購入して住んでいた。戦後接収され、1956年に、東京都の所有となる。1985年から三鷹市に移管され、1996年11月から山本有三の文献や身辺資料と共に住居を公開する「山本有三記念館」として公開されている。建物は市指定文化財。
    ○武蔵野市歴史なし旧古瀬邸を改修した松露庵という茶室がある
    O武蔵村山市武蔵村山市立歴史民俗資料館あり里山の暮らしがわかる展示。地域の農家の一部屋を再現したコーナーあり。
[島螺]
○青ヶ島村博物館なし
○大島町大島町郷土資料館考古資料と民俗資料を中心に郷土の歴史を展示
0小笠原村博物館なし
○神津島村神津島村郷土資料館あり明治39年6月に建てられた旧役場の建物を保存。
0新島村新島村博物館茅ぶき民家:コーガ石の民家:に関する展示
〇八丈町八丈島歴史民俗資料館通史的な展示中心。考古資料や、民俗資料等。流人文化を中心にした展示。
0御蔵島村博物館なし
〇三宅村三宅郷土資料館2008年4月に廃校となった阿古小学校校舎を改修して開館
0利島村利島村郷土資料館あり展示テーマ「利島のくらし」
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(5)博物館・郷土館における資料収集状況

資料購入の予算があると回答している施設は全体の

60%。寄贈資料の収集のみという回答は40%。収蔵庫

などの物理要因や,人員・予算など様々な問題を抱えつ

っも,博物館として資料収集業務は継続されているよう

である。収蔵庫の中に入りきらない資料を屋外に置くな

ど,収集したあとの管理,活用については,各館とも工

夫をしている。2000年(平成12)には,東京都現代美

術館において,高額で購入した美術作品のうち,展示さ

れたことがないのは問題である,という指摘が新聞にて

報道された。注"この指摘を受け,江戸東京博物館におい

ても「所蔵資料のうち一度も展示をしたことがない資料

はどのくらいあるか」と問題視された経緯があり,その

ような影響もあり,近年は展示に活用できる可能性がな

いものは,積極的に収集しない傾向があり,今回の回答

においても「展示の可能性がないものは積極的に収集し

ない」との回答は半数を占めた。これは常設展示内に展

示テーマがないものは,収集の可能性が低くなることが

考えられ,問題点のひとつとして指摘しておく。そして

資料収集は、学芸員の専門性に任されていると答えた施

設も約半数あり,館の学芸員の興味関心は,その博物館

の資料収集に大きな影響があることがわかる。

(6)館に建築史の専門性を持った学芸員がいるか

この質問に対して,いるという回答があったのは,港

区のみ。しかし学芸員資格を要しない、建築職の職員

(非常勤職)が採用されているという回答を世田谷区の

民家園から得ることができた。

3-2東京都内の歴史系博物館がかかえる問題点

アンケート調査と、訪問調査をもとに東京都内の歴史

系博物館を「展示」を中心に分類は,以下のとおり。

①展示室内に住宅の一部や建物の復元(又は再現)をし

ている施設

②博物館の敷地内に,地域の建物を移築保存している施

設

③現地保存した建物を博物館や資料室として活用してい

る施設

④常設された展示はないが,建築資料の収集活動を行い

「企画展示」等で取り上げている施設

⑤建築資料に関する展示がない施設

以上のような分類をもとに問題点を挙げる。

1つ目は,区市町村の歴史系博物館,郷土資料館は,

社会教育施設としての役割が大きいため,小学校の歴史

教育との結びつきが強く,原始・古代から近現代までを

傭撤するような教科書的な通史展示の役割が求められて

いること。この場合,展示できる資料自体が限られてい

ることから,自館では所蔵していない資料のレプリカを

製作して展示するという現象が多数生じている。その結

果,どこの博物館でも似たような通史展示であるという

批判がある。

しかしこの反省を受け、後発の博物館施設では,従来

の枠にとらわれない試みがされることが多く,また既設

の博物館の場合は,展示室のリニューアル事業に合わせ,

各地域の歴史を展示する試みが行われている。

2つ目は,1つでも建築物の保存,活用の事例がある

と,予算,人員等の関係から,その後は,保存活動があま

り行われないこと。他の分野に比べ,建築物の保存には,

多額の費用がかかるため,行政の面から見れば,仕方が

ないことにも感じられる。

3つ目は,学芸員が配置されている施設においては,

やはり古文書等を中心とする歴史学や考古学が専門の職

員が多いこと。しかし,地域の住宅を中心とする建築資

料への関心はないわけではなく,現場の調査はするもの

の,資料収集や展示室内での展示といった行為にはなか

なか結びっいていないことがわかる。

博物館の資料収集については,学芸員自身の興味関心

に依る部分が大きいことが明らかである。学芸員という

職は,「博物館として後世になにを残すか」と判断する

専門職であるので,自分の興味があるものを残す傾向が

強い。従来型の学芸員が多い現状からすると,今後も同

じような資料ばかりが増えていく可能性が高い。

3-3解決方法の提案

歴史学や民俗学や考古学が専門の学芸員を採用するの

と同じように,本来であれば,地域の歴史系博物館にお

いて,建築学を専門とする学芸員を継続的に配置してい

く方向になることが望ましい。しかし現在の行政の現状

から考えれば,そう望むことは不可能に近いので,すで

に学芸員として勤務している人に,少しでも建築資料の

収集や展示について関心をもってもらい,活用方法を提

案することが,現状を改善するためのベターな方法であ

るといえる。

必要性は感じつつも,具体的にどのような建築資料を

残せばいいのか,あるいはどのように展示で活用できる

のかがよくわからないという意見が多数あったため,建

築資料の収集,管理,展示に関する取り組み事例集を作

成することとする。日本国内には,すでに建築系の学芸

員がいる博物館施設が十数施設あるので,その施設の事

例を聞き取り,訪問調査を実施する。この中には,移築

保存して展示している野外博物館施設を含む。

また、国内の事例だけでなく,海外の事例調査も実施

する。建築資料の収集が進んでいるといわれるヨーロッ

パの事例を調査する。

第4章建築資料の取組事例

4-1国内の事例
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(1)江戸東京博物館の事例

・資料収集方法

江戸東京博物館における資料収集の手段は「寄贈」

「購入」「採集」「制作」の4つに分けられる。「寄

贈」は,所蔵者の寄贈の意思を受け,東京都に寄贈して

もらうこと。「購入」は,その年度の予算に応じて,市

中の古書店や骨董商,個人から,資料を購入すること。

「採集」は,学芸員自身が調査活動の中で発見した資料

を博物館資料として登録すること。「制作」は,他館が

所蔵している資料の複製資料を作成したり,現在は実在

していないものを復元したり,映像資料として撮影する

ことである。

江戸東京博物館には,都内外から年間200件以上の資

料寄贈の依頼連絡を受けるが,すべてが収集に至るわけ

ではない。様々な情報の中から、ときに博物館の中核資

料となりうるような,貴重な資料の収集に至る場合もあ

る。江戸東京博物館は、東京都が設置した歴史系博物館

であるため,資料収集の対象は,時代では,近世初頭か

ら,現代まで,地域では,おおむね現在の都域に関連す

る場所,種類としては,歴史資料,生活民俗資料,文化芸

術に関する資料と大まかに定めている。

・博物館資料の分類

江戸東京博物館では「考古」「建造物」「絵画」「彫

刻」「書跡、「工芸品」「生活民俗」「典籍」「文書

類」「印刷物」「図書」「音響」「動画」「静止画」の

様々な資料を収集している。資料の体系化のために「江

戸東京博物館資料分類表」を定めており,おもに,建築部

材を中心とする約400点の資料が「建造物」として分類

されている。

博物館資料を管理するための資料収蔵庫は,素材別に

分かれているため,資料保存の観点から建築資料として

重要な「図面」は手書きであれば「文書類」,青焼き図

面は「印刷物」に分類される。又「建造物」と「生活民

俗」の境界を「造り付けであるか否か」と定めているの

で,建築に関連の深い資料であっても「生活民俗」に分

類されている資料も多い。また土中から発掘された資料

は、建物の破片であっても「考古」に分類される。これ

らは,実際に所蔵している資料の状況に合わせて分類し

ているので,歴史系博物館において,汎用性のある分類を

目指したというよりは,江戸東京博物館においてすでに

収集されている資料の分類として使いやすい分類を目指

したものであるといえる。

・資料の管理

江戸東京博物館では,常設展示室とほぼ同じ面積の収

蔵庫を備えており,以下に挙げる素材によって,部屋が

分類されている。「美術収蔵庫」(絵画,版画など)

「歴史収蔵庫」(書かれたもの,印刷物などの紙資料)

「生活民俗収蔵庫」(木製品中心)「染色収蔵庫」(布

製品)「漆器収蔵庫」(漆器)「考古収蔵庫」(石,土,

金属製品中心)「映像音響収蔵庫」(印画紙写真,動画

フィルムなど)各素材に最適な温度,湿度に管理され,

資料1点ごとにバーコードを付与し,コンピューターシ

ステムによる管理がされている。

先に定義した建築資料の具体例では,①建築部材(鹿

鳴館の持ち送りや,同潤会アパートメントのスクラッチ

タイルなど)②建設行為に使われる道具や機械(大工

道具)③建設行為のために作られた図面や文書類健

築家土浦亀城の作品に関する図面類など)④建設行為

のために作られた模型(猿江裏町共同住宅模型など)

⑤建設行為にかかわる人に関する資料(東京帝国大学

の総長を務めた建築家内田祥三に関する生活民俗資料)

⑥建設行為を記録するさまざまな媒体健築物の竣工写

真や,都市の風景を記録したフィルムなど)

(2)江戸東京たてもの園の事例

江戸東京たてもの園は,江戸東京博物館の分館として

都立小金井公園内に建設された。住宅を中心とする建築

物を移築保存する野外博物館として計画されたものであ

 る。

・建築物の選定

江戸東京たてもの園が収集する建築物の範囲は,時代

的には近世初頭から現代まで,地域的にはおおむね現在

の都域に関連するものを中心と定めている。

この基準に沿って1988年(昭和63)から3回にわた

って野外収蔵展示施設基本計画策定のための調査を実施

し,「重要候補建造物」81棟を選定した。江戸東京たて

もの園としての選定基準は「文化的価値のあるもの」と

いう曖昧な表現しか定められていない。当時は,特に建

築家による住宅だけを抽出することはなく,その当時,

現存している住宅の中で,外観を見て保存状態の良いも

のが対象となっている。…

・建築物完成までの流れ

ある建築物が現地に建っていた時から,江戸東京た

てもの園の展示建築物となるまでにはどのような段階が

あるのだろうか。展示建築物「小出邸」を例にまとめる。

小出邸は,文京区に1925年(大正14)に建てられた

建築家堀口捨己設計の住宅である。所有者宅では,子ど

もの結婚等で家族構成が変わり,2世帯住宅に建て替え

たいということになった。この建物は、先の重要候補建

造物に挙げられており,持ち主が江戸東京たてもの園に

直接連絡をした。東京都の諮問機関である野外収蔵委員

会にて審議され,江戸東京たてもの園での収蔵が決定し

た。その後,所有者と東京都の間で寄贈書を取り交わす。

所有者が引っ越しを済ませたあとに,解体工事に着手す

る。東京都は建物を解体し,更地にする工事までを引き

受ける。解体工事の監理は,入札によって複数の業者か

ら選定される。
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解体調査によって建物の詳細な調査が行われている

間に,居住者からの住まい方の調査が行われる。学芸員

の仕事は,主にこの室内の再現展示の調査を充実させる

ことだといえる。その後,園内での復元工事へと進む。

居住者からの聞き取り調査と,建物の痕跡等を考慮しな

がら,復元年代を設定する。建物の復元年代と,内部の

再現展示を合わせるのが基本であるが,増改築の多い建

物や,所有者が変わっている建物の場合などは,建物の

年代と、展示可能な内部の設定がずれることもある。

復元工事終了後に,家具調度品を入れ,庭などの植栽

工事も完成した後,一般公開となる。一般公開後も,た

だ室内を見せるだけでなく,解説のスタッフを配置した

り,内部で音楽のコンサートを開催するなど,魅力ある

展示とするためのアイディアを常に考え続ける作業が必

要である。

・移築保存の限界

江戸東京たてもの園開園時点での展示建築物は14棟

であるが,当初計画では、2001年(平成13)3月末まで

に35棟の建築物を収蔵することになっていた。しかし

2000年(平成12)1月には,財政難から江戸東京たて

もの園の移築事業そのものを休止すると決定した。かか

る金額が大きいゆえに,景気に左右される野外博物館と

いう建築の保存方法には、限界があるといえる。また,

自治体の特性として,首長が変わると予算編成も大きく

変わるので,政治の影響を受けやすい。

先に述べた江戸東京たてもの園に移築可能な23区内

の収蔵候補建造物調査は昭和63年度、平成3年度,平

成4年度に実施され,この時点の住宅の悉皆調査として

成果となっている。また東京都内の近代建築に関する悉

皆調査は1980年(昭和55)の『日本近代建築総覧』

(技報堂出版)の調査があり,その後は東京都教育委員

会による1985年(昭和60)の近代和風建築調査報告,

1991年(平成3)の近代洋風建築調査報告などがある。
注3)

4-2海外の事例

(1)ソウル特別市立歴史博物館

館長Ph.DHong-BinKANG

2002年5月に開館。慶煕宮という古宮跡に隣接。ソ

ウル特別市が設立した歴史博物館。所蔵資料の約70%

以上が市民の寄贈による寄贈資料。構想段階で博物館関

係者が江戸東京博物館の視察に何度も訪れている。2009

年5月に元ソウル特別市副市長だった都市計画の実務家

でもあるHong-BinKANG氏が就任。都市計画や都市構造

についても強い関心を持つ。

・展示について

常設展示室のテーマは,ソウルの生活,文化、都市ソ

ウルの発達。時系列順に大型都市模型を5っ展示。常設

展示室内には,伝統的な朝鮮の家屋の模型や,瓦屋根の

構成を学べる体験型模型がある。実物の移築等ではない

が,住宅の模型を展示することによって,ソウルの暮ら

しを紹介している。2010年には,特別展示室にて,ソウ

ルの都市計画の変遷を中心とした展覧会の開催準備を行

っているとのこと。

・資料にっいて

資料の大部分は,歴史資料(紙資料),工芸,美術,生活

民俗に関するものが多数。特に建築に特化した資料の収

集は行っていない。公共建築の図面等については,ソウ

ル市が公文書として保存しているとのこと。資料収集年

代は,現在のところ、1945年までという方針。

(2)ドイツ建築博物館DeutchesArchitekturmuseum

館長Prof.DIngeborgFlagge

1984年に開館。19世紀の建物を改装して建てられた

博物館。フランクフルトの繁華街にあり,13館もの博物

館,美術館が隣接する一角にある。

・資料にっいて

近代のドイツ建築に関する資料を中心に収集。

180,000点もの設計図や図面,600点の建築模型,写真を

中心とするコレクションを所蔵。例えば,アールデコ・

表現派・アールヌーボー・モニュメンタリズム(古典様

式)等。建築家では,カール・フリードリッヒ・シンケ

ル,ミース・ファン・デル・ローエや,フランク・ゲー

リー、建築家集団アーキグラムなど。建築物に関す∂銅

版画,スケッチ,描画なども多数。

なお、バウハウスについては,ベルリンにバウハウス

のアーカイブがあることや,ワイマール、デッサウに資

料収集施設があるので,資料としては所蔵していない。

・展覧会テーマ

「モダニズムを見直す」「ポストモダニズムを考える」

など。常設展は「太古の小屋から高層ビルまで」では、

石器時代から現代までの建築物の24の大型模型を展示。

(3)スウェーデン建築博物館Arkitekturmuseet

Ms.TorunWarne(Archivaladministrator)

1962年から資料収集を開始。1978年に開館。近隣…に

は博物館,美術館施設が多数ある博物館区域の一角にあ

る。コレクションは,1900年代から現在まで。20世紀

以降の建築を,近代建築と定義し収集対象としている。

・資料について

代表的なコレクションは,スウェーデンを代表する建

築家であるエリック・グンナール・アスプルンド

(1885-1940)の全てのアーカイブを所有。

収集対象資料は,大きく分けて,図面・写真・模型・

文書・モノ(Object)など幅広い。写真家が撮影した建

築写真のコレクションもある。

資料の購入は前例がなく,すべて寄贈によるものであ

る。当建築博物館に,資料が収蔵されることは,ステイ

タスである。博物館内だけでなく、外部にも倉庫を持っ
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ていて,コンピューターシステムで管理している。

モノの中で,一番大きいものは、公共の建物の中に入

っていたグランドピアノや,建築物の表札など。アスプ

ルンドのデスマスクも所蔵している

近代建築以前(1900年以前)の建築については,民俗

学の分野であると考えており,別の施設で資料を収集し

ている。また現代の建築についても,積極的に収集して

いる。

(4)スカンセン野外博物館Skansen

スカンセン館長Mr'.JohnBrattmyhr

1891年に開館した100年以上の歴史をもつ世界初の

野外博物館。民俗学者であったハーツェリウスが近代以

前のスウェーデンの生活の保存を国王に進言。王室の土

地を一般に開放して創設された。近隣には多数の博物館,

美術館がある。広い園内には,伝統的な商店や工房,農

家,木造の教会,領主の邸宅など,スウェーデン各地か

ら集められた住宅が並ぶ。また,スカンジナビア半島

の動物が見られる特色ある動物園を併設。

・収集、対象の建築物にっいて

例えば,展示している教会の隣に牧師の家が欲しい場

合,誰かが「自分の家は、牧師の家だから、移築しませ

んか?」という話を持ち込んで来たとしても、それが収

蔵につながる,ということはない。どんな建物を収集す

るかというのは,とても重い責任があることであるし,

お金もかかることである。

館内の職員で構成する収蔵の決定のための諮問機関が

あり,必要に応じて,外部の専門家を招集することもあ

る。しかし,最終的な収蔵決定は館長である自分が下す。

これらは,すべてわたしたち職員に課せられた重い責任

である。政治的な影響などは、一切ないといえる。

・展示について

建物の中で働いている人が着ている洋服は,9万点あ

り,衣装庫の管理をしている人が10人くらい。建物の

中の展示品は,約3万点あり,これは隣接する北方文化

博物館にて管理されている。

建物の中での演出にっいていえば,例えば,1930年代

の建物に,1940年代に見られたものの要素を付加するこ

とは,ありうることである。

建物のオリジナル(本物)とコピー(再現)について

は,全部で160棟ある園内の建物の中で,1930年代の生

協(商店)だけが,新しい部材による再現である。これ

は1994年に,スカンセン内に建てられた新しい建物で

ある。その他の建物はすべてオリジナルである。

スカンセンは「博物館」でなければならない。本物で

あることが重要で,ニセモノではだめである。

・来園者について

現在1年間で約140万人の入場者がある。わたしたち

は,ファミリー層が子どもをたくさん連れて来てほしい

と考えている。調査によれば来館者のうち,外国人の

75%は,建物を見に来ていると答え,スウェーデン人の多

くは,動物を見に来ていると答えている。訓

スウェーデンの人に,何度も足を運んでもらうために

は,魅力あるイベントを開催するしかない。園内での催

し物を考えるセクションの職員は,10人ほどである。

(5)ベニス国立公文書館

Mr.GiovanniCaniato(photoreproduction,

binderyandrestoratjonchief)

・資料収集について

イタリア各州の監査委員会が定められた基準に従い,

すべての資料を行政的または歴史的な価値があり,かっ

ベネト州の公文書館に収蔵すべき資料か否かを判断して

いる。イタリアの法律に従い行政文書が行政的な価値を

失い,公文書館に収蔵されるに至るまで,公文書の発行

から最低40年の経過が必要である。ベネト州に関係す

るすべての公文書はベニス国立公文書館に集められる。

イタリア文化遺産省の地方官によって報告される私文書

も収集対象となっている。イタリアの国立公文書館とな

る前は,ベネト州公文書館として、ナポレオン1世の時

代に関係する文書を多数所蔵してきた。1817年から収

集を開始。最初の収蔵資料に加えて,20世紀初頭からの

べネト州文書が追加された。私文書に関しては,歴史的

な価値があるものを寄贈または購入してきた。保存の観

点から寄贈ではなく私文書の寄託も受けている。大部分

の収蔵資料はベニス貴族階級の名家に関係した文書から

構1成されている。

・一次資料と二次資料について

我々は国立公文書館なので基本的に"コレクション"

から独立して文書を集めている。一次資料と二次資料に

関して言えることはサポート図書館を付設していること

だ。この図書館は二次資料の保管庫と見なすことができ,

特定の文書を探すための資料集めのために調査研究者へ

開かれている。

・建築図面以外の建築資料について

文書として認識される土地調査書や地理模型は極めて

少ない。また,建築物の装飾などは国立公文書館のコレ

クションとして考慮されていない。

(6)ベネチア建築大学デザイン学部アーカイブプログラ

ムMs.TeresitaScalco

・資料収集にっいて

収集対象は、ドローイング(素描)、建築模型、建築

写真など建築に係わるあらゆる分野の資料に及ぶ。アー

カイブを訪れた調査研究者は所蔵する書簡,行政文書,

研究論文,印刷媒体にアクセスできる。建築家自身がア

ーカイブとして集めた参考文献も閲覧することができる。

これは建築家がどのような着想を得ていたかを知る手掛

かりとなる。
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このアーカイブは大学の一組織として1987年にスタ

ートした。建築展示のギャラリーをもち,ベネチアの建

築家を含む約30のアーカイブスを持っている。収蔵コ

レクションには建築写真家のアーカイブもある。学生の

教育目的のための企画展を開催。デジタル資料にっいて

どのように扱うかまだ収集方針が固まっていない。特徴

としてベネチアビエンナーレの建築に関係する資料や模

型も所蔵。写真とドローイングのみをデジタル化の対象

としている。建築家個人の手記も保存している。

収集対象年代は19世紀中頃から現在に至るベニス市

とべネト州の都市と都市の変化を表すデザイン,コンペ

資料など。個々のデザイン,建築コンペ資料,建設され

たもの,建設されなかったが仮想の建築資料も収集。ベ

ニス市とべネト州の建築家やエンジニアの専門アーカイ

ブが充実している。ベニスの店やホテルを設計したマイ

ナーな建築家のアーカイブもある。マイナーとは言え彼

らもベニスの建築の歴史のひとつだから収集対象として

いる。

・建築図面以外の資料について

建築部材,レンガや外壁,ガラスなどについては,

ベネチアの街自体が文化遺産なので,その中からどれ

か一っをアーカイブが所蔵する資料として選定すること

はできない。

・保存方法にっいて

ドローイング,写真,紙媒体の資料は18-24℃で保存。

建築模型と一般の資料は別に保存。建築模型は高い温度

で保存しても大丈夫。資料を収蔵するボックスは中性紙

のボックスを使用。スケッチ類は中性紙にはさんで保存

している。

(7)ベネチア建築大学図書館

Ms.GloriaCorregiari(headlibrarianIUAV's

centrallibrary)

Ms.CarlaPezzin(headlibratian``G.Astengo"

library)

・資料収集にっいて

図書館という性格上,コレクション形成の基準として

一番重視していることは信頼できる施設の利用者,特に

教授や学術的な専門家による推薦にある。ベネチア建築

大学の筆頭図書館として,学問の道を進むことになる学

生にとって最も重要なベンチマークとなるため,コレク

ション・ポリシーは特に博士課程または修士課程の学生

からの要求を考慮に入れている。収蔵のためイタリアで

最もメジャーな出版社から送られてくる書誌と同様,大

学に設置された様々な専攻から送られてくる参考文献に

も目配りしている。本のコレクションに関して主な課題

として挙げられるのは,充分な購入資金の獲得と収蔵ス

ペースの確保である。すべての収蔵資料を確保すること

はできないので,時として図書館相互の貸借をしなけれ

ばならない。その一方,ベネチア建築大学は都市計画開

発学科のコースを持ち,イタリア国内で数少ない求心的

な建築大学図書館の一つとなるため,出来るだけその分

野の収集に努めなければならないと考えている。

第5章建築資料の取り扱い方法

ここでは,実際に,建築部材や,関連する図面や文書

類について,歴史系博物館において収集すべき資料につ

いて具体的に整理する。

歴史系博物館の大きなテーマは,「地域の歴史,文化

を展示すること」である。歴史系博物館の収集対象は広

い。特に近代の建築史においては,建築家の作品として

の建築物を中心に考えがちであるが,地域の一般的な住

宅の両方を、収集対象として考えていくのが地域の歴史

系博物館の大きな役割でもある。民俗学では,いわゆる

茅葺き屋根の古民家については,調査事例が多く,実際

保存事例も多い。しかし今後の収集対象は,それ以降の

近代の住宅のうち,何を残すべきかという視点が重要で

ある。

5-1資料収集

○どんな建物が収集対象となるか

・地域の中でも,わかりやすい場所に立地している,ラ

ンドマークになりやすい建築物や,地域住民の愛着が湧

きやすい住宅(例:しゃれた洋風住宅下見板の張り方

が特徴的,屋根瓦が洋瓦,風見鶏があるなど)

反対に,和風住宅の選定は難しい。住宅の竣工時から

所有者が変わらず,聞き取り調査ができる,竣工当時か

らの関連資料を所蔵しているなどの要素が判断の基準に

なる。

・商店や,集合住宅,公共性の高い建物

・先の『日本近代建築総覧』に掲載されている建物。ベ

ンチマークになりやすい。

○どんな部材を採取したらよいか

・展示に使いやすい形状にあらかじめ加工して採取する

ことが重要(例:一人で運べるもの,自立するもの,簡

単な支持具があれば展示できるもの)

・外観や,意匠上の特徴となる部分

・現在はあまり住宅には使われない素材を採取

天然樹脂のエボナイト(電気スイッチなどに使用)

合成樹脂のべ一クライト(ドアのノブ等)

リノリウム(床材)

住宅の部材として使われた銀や銅,真鍮など

・技術の変遷がわかるものを残す

歪みのある板ガラス,プリズムガラス,型板ガラス,

ステンドグラス

古い衛生陶器類,特に小便器,和式便器

シスターン(便器に流す水を溜める)
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木製のサッシ,スチールサッシ

人造石とぎ出しの流し台

ラジエター式の暖房

・すでに資料となっているモノの前後の時代の同じ用途

のもの収集し,変遷をたどれるようにする(例:木製の

曲物の湯桶,金属の洗面器,プラスチック製の洗面器)

・ドアのノブ,蝶番,水栓金物などの建築金物(建物の

中で人の手が触れる部分),扉の鍵部分や,錠前など

・建物のハード部分と,内部の生活民俗資料の双方が理

解できるような詳細情報を採取しておくこと

・外部の専門家に頼らなくても住宅の平面図を取ること

は難しくない。『民家のみかた調べかた』(文化庁監修,

第一法規,1967)この本は茅葺きの古民家の調査方法に

ついて書かれているが,近代の住宅についても大変参考

になる。

○どんな図面を収集したらよいか

・地域の中でもわかりやすい場所に立地している,ラン

ドマークになりやすい建築物

・住宅地としての地域の開発の経緯がわかる資料

・図面だけでなく,仕様書や契約書,見積書,メモ類や

届け出書類などもまとめて収集する

○資料収集年代の下限=現代資料の収集問題

収集対象年の下限を考えると,住宅の工業化に関する

資料についても,考慮しなくてはならない。他の多くの

工業製品と同様に、現代資料には地域の特性が出にくい

が、例えば、ハウスメーカーが大規模に開発した住宅地

があるなどは,関連する資料を積極的に収集した方が良

いと言うことができる。

○資料名、資料データ

当初,江戸東京博物館では,資料名として「ガラス戸」

「表札」といったモノの名前のみを付与していた。しか

し考古学分野における「出土遺跡名+資料名」の事例や,

他館の事例・…文・・1}一・41を参考に,2000年から以下のように名称

付与の基準を定めることとした。

具体的には

東京市営古石場アパート4号棟南側住戸案内板

↑↑↑

建築物名称該当資料の部位資料の物品名

という手順で資料名を付与し,見る側にもわかりやす

く,また資料検索等の便を図る。

また、資料情報として必ず採取する事項としては

(1)収集年月日(2)収集者(3)資料名(4)数量(5)作者・製作

者(6)図面の場合は縮尺、図面の場合は原図か複写か

(7)作成年代(8)使用年代(9)素材(美濃紙、トレーシング

ペーパーの区別など)(10)寸法以上とする。

5-2資料管理

歴史系博物館においては,古文書などの保存方法にっ

いては蓄積がある。江戸時代の和紙に墨で書かれた文字

は保存の安定性が高い。しかし近代資料である建築資料

には、独特の問題が生じている。

0建築部材

建築部材などは,採取したときの状態を維持するもの

の,保存対策として,乾いた布等で拭くだけではなく,

水洗いも検討する(例:タイルや煉瓦など)。これらは

陰干しして,充分に乾燥させること。金属、木材などは

部材の状態によっては,住宅用の中性洗剤等の使用も検

討する。しかし薬剤が充分に乾いてから他の資料と一緒

にすることが重要である。

○建築図面類

建築資料の特性として,通常の紙だけでなく「トレー

シングペーパー」「青図(青写真)」「青焼き(ジアゾコ

ピー)図面」の存在が大きい。

トレーシングペーパーには,インクのにじみ止めのた

めの薬剤が塗布されており,その影響で茶変色や硬化し

やすい。周囲や折り目から破片が崩れ落ちることもある。

また,紙の繊維が短いため,折り曲げに弱い。中性紙には

さんで平置きすることが望ましい。

青図(青写真)は,感光性鉄化合物を塗布した感光紙で

複写した図面のことで,保存の安定性は比較的高い。ま

た,昭和30年代から普及した青焼き(ジアゾコピー)は

感光性ジアゾ化合物を塗布した感光紙で,光に弱く槌色

しやすく,また折り目や外側の黄変色が多くみられる。

槌色した青焼きの復元技術は開発されていない。

図面類の保存方法は,温湿度の管理と防虫,ホコリの

除去などのクリーニング,外気や光から守る中性紙封筒,

中性紙箱への収納などの保護措置が中心であることは,

他の歴史資料と変わらないが,利用頻度の高いものから

順次マイクロフィルム化,上質紙への複写化などが重要

である。銅嫌・・1

5-3展示、活用

○実寸復元

今は存在しない建物の実寸復元は,模型やCGからは

得られないスケール感を体験できる有効な手段である。

復元方法は,元の部材を活用しながらの復元と,新規部

材を使用した,いわば再現の2種類が考えられる。製作

過程において,調査によって明らかに出来なかった点を

それらしく処理して結果的に「○○風に」見せるような

事態もまま生じる。このような「不確定部分の類推」や

「意図的な情報の選択」の内容にっいては,きちんと提

示して行かなければならない。また,建築物の復元の特

有の問題としては,調査をした結果,器としての建物を

復元が可能な年代と,居住者からの聞き取り調査によっ

て,生活再現の展示が可能な年代が,ずれが生じること

が起こりうることが挙げられる。
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現在は,ディスプレイを専門とする展示会社によって,

博物館においてさまざまな復元展示が行われているが,

学芸員が復元の内容について正しく理解し,情報選択の

主導権を持つことが重要である。建築を専門とする学芸

員がいない中で,外部への委託によって行われ,博物館

の内部には,復元に関する情報が蓄積されないという構i

造的な問題が多発している。再現展示は,展示手法とし

て人気が高く,展示テーマを優先させるために,不十分

な調査をもとに,それらしく製作され,なっかしさを漂

わせた架空の再現展示が博物館に増えることは問題であ

 る。

○建築模型、コンピューターグラフィックス

どちらも博物館でよく行われている。特に建築模型は,

「何を見せるための模型なのか」という優先順位を整理

することによって,おのずと模型の縮尺が決まる。また

模型やコンピューターグラフィックスが完成したあと展

示室の中に置くだけではなく,手法の検討も重要である。

○建築図面

建築家が書いた図面は,建築物の二次的な資料であり

ながら,本物の「資料」である。原図ではなく,青焼き図

面などの複写した図面であっても,その中に含まれてい

る情報量ははかりしれない。しかし、建築図面を見るこ

とは,初心者には難しい部分もあるため,展示の際は,解

説方法を工夫して,図面を見慣れない人に対しても,見ど

ころやおもしろさ伝える努力が必要である。

○パース、スケッチ

現在は存在しない建物,プランだけで実在しなかった

建築,あるいは,ある建物の別プランなどを含め,その建

物のイメージや詳細を伝えることのできる展示資料であ

 る。

○建築写真

撮影者のフィルターを通して,ある時代のある建築に

ついて多くの人に伝えることができる資料である。

○建物の部材や破片

その部材が建物の中にあった状態と同じ位置で展示で

きるような支持具が必要である。また,写真やパースな

どと組み合わせて展示することにより,イメージし易く

する工夫も重要である。

○家具調度品類、生活用具

歴史系博物館では,生活民俗資料の収集は積極的に行

われており,収集しやすい資料である。「歴史系博物館

における建築展示」という視点で考えると,その資料が

使われていた建築の写真や図面と組み合わせて見せるこ

とによって建築的な展示になる。

○建設行為のために用いる道具や設備

民俗学における研究成果を活用しつつ,やはり建築の

写真や図面と組み合わせて見せることによって建築的な

展示になる。

O建築の展覧会と入館者数

江戸東京博物館において,2001年(平成13)に初め

ての建築展として開催された特別展「東京建築展」(会

期47日)の入館者数は,37,245人であった。また同じ

く東京都内で開催された建築の展覧会では,2005年(平

成17)東京ステーションギャラリーでの「前川國男建

築展」(会期58日)では約34,000人であった。注5)こ

の数が多いか少ないかを判断することは,それぞれの施

設に委ねられるが,参考までに江戸東京博物館らしい歴

史系の展覧会である2008年(平成20)の特別展「天璋

院篤姫展」(会期42日)の入館者数は159,842人であ

り,建築の展覧会に足を運ぶ来館者数は,いわゆる日本

の歴史好きな層に比べると少ない。

その他,博物館における資料の利用は,展示だけでな

く,資料目録の整備や,所蔵資料の画像データの公開,

研究者への実物資料の閲覧の便宜,他施設への資料貸し

出しなど,活発に行われることが望まれる。

第6章まとめ

6-1類似施設との比較

(1)文書館の場合

日本には,国立・都道府県立の公文書館があり,主に

近現代の行政文書を保管するための施設である。東京都

の公文書は,東京都公文書館(東京都港区湾岸)にて保

存されている。建築資料としては1873年(明治5)

の銀座煉瓦街の工事に関する資料や,関東大震

災後の都市計画についての資料が中心の内田祥三

文庫が著名である。公文書館は集客施設ではな

いので,来館者数や利用者数によって施設の存

続が議論されることがないが,反対に潤沢な予

算が計上されることもない。

博物館は集客施設であり,展示を通して多くの入場者

を獲得しなくてはならない。入場者数が増えれば収入も

増える。良質な資料の収集活動は,博物館の集客カアッ

プにもつながる。

日本における建築家の資料は,現在のところ建築家の

出身大学に収められる事例がある。(東京藝術大学の吉

村順三資料など)また(社)日本建築学会には,建築

博物館が設立され,アーカイブスとしては伊東忠太,曾

根中條設計事務所,山田守,清家清,宮脇檀などがある。
夢考文露7)B)

(2)文学館の場合

地域の歴史系博物館における「建築家資料の収集」に

ついては,特定の地域だけで多くの作品を残している建

築家であればともかく日本各地に作品を残している建築

家の膨大な資料を,ひとつの歴史系博物館が一括で収集

対象とするのは難しいと考えられる。実際博物館が必
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要なものだけを選んで収集するケースがあり,原資料の

散逸を防ぐ観点からは望ましくない。しかしこのような

場合の資料収集については「文学館」をイメージすると

考えやすい。現在,北海道,青森県,埼玉県,神奈川県,

山梨県,石川県,鹿児島県などが文学館を持っている。

文学館では,例えばある作家が幼少期を過ごした土地で,

その作家の全資料を所蔵したり,あるいは晩年を過ごし

た場所で,作家の死去をきっかけにその地元の文学館に

原稿等が寄贈される。このようにその文学者の「地域

性」「時代性」を基にしっつ,一括資料収集が行われて

いる。建築家についても同じように一括収集が当たり前

になっていくことを期待する。

また公立私立,規模を問わず個人の文学者の文学館・

記念館は日本国内に多数存在する。この中ではその文学

者の書斎が復元され,その文学者の書棚には,読んでい

た本が並んでいる。筆者は,江戸東京たてもの園におい

て前川國男の自邸の復元を担当したが,前川設計事務所

の方から前川の蔵書や,前川が好んで聴いていたレコー

ドを見せていただいた。そしてそれらは,建築作品と密

接な関係があることは明らかで,前川國男邸の公開に合

わせて行った小規模な展覧会で,それらを展示した経験

がある。建築家についても,文学者のように,記念館が

建てられたら,どんなに素晴らしいことか。

文学者としての評価が高く,建築作品もあった立原

道造…は,東京都文京区に立原道造記念館がある。

6-2最後に

本研究では,博物館に不可欠な専門職員として学芸員

に向けてさまざまな提案を行ったが,学芸員は万能では

ない。しかし学芸員は,博物館の中でそれなりの「権

力」を持っていることは間違いない。しかし学芸員に限

らず,建築的な知識や技術を身につけている「建築学」

を専攻した職員が博物館の世界に増えることにより,施

設の安全管理や,展覧会の施工図面を書けるなど,メリ

ットが多い。現在,博物館は「展示会社」と密接な関係

にあって,展覧会のための施工図面や,費用の積算など

すべて「委託」によって外注されている。

また,建築物の保存において「器としての建物を残す

こと」にばかり議論が先行し,その中で営まれる生活と

いう視点が抜け落ちてしまう場合がある。その点,博物

館を利用すれば,建物と,生活の双方を保存することが

可能になると,期待される。今後も,「博物館における

建築の保存」というテーマで,次代に歴史や文化を継承

するための研究を継続したい。

<注>

1)2000年(平成12)2月4日毎日新聞朝刊など

2)北海道札幌市にある北海道開拓の村は,道内をブロック分け

し,ブロック内の郷土史家などに協力を要請し地域住民が協力

して数年かけて道内の古い建築物を調査したという経緯がある。

3)世田谷区,中央区,北区,大田区,板橋区,台東区,文京区,

港区では調査報告書が作成されている

4)ストックホルム市内の動物園はスカンセンのみ

5)財団法人東日本鉄道文化財団ホームページより

6)立原道造(1914-1939)立原道造記念館は1997年(平成9)

開館
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